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作詞：大橋一夫
作曲：園田鉄美

多良岳讃歌

（間奏）

春は尾根道　赤く染め　　　　　　　　　秋は紅葉の　多良の峰
ミツバツツジか　石楠花か　　　　　　　修験道の　残る山
花のトンネル　抜けだせば　　　　　　　荒ぶる心を　鎮めたる
ここは五家原の　花の山　　　　　　　　昔と変わらぬ　座禅岩

夏は沢音　涼しげに　　　　　　　　　　冬は吹雪の　経ケ岳
黒木の谷を　埋めつくす　　　　　　　　枯れ葉も凍る　沢の道
キツネノカミソリ　踏み分けて　　　　　見上げる岩壁　天にそびえ
今宵の泊まりは　金泉寺　　　　　　　　山の男は　勇み立つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山の男は　勇み立つ


